
海⾯での⿂類養殖における給餌の労働軽減は喫緊の課題である。給餌を⾃動で⾏うことが可能なロ
ボット漁船の実⽤化が期待される。ロボット漁船の重要な機能として⽣け簀への⾃動着岸や⾃動係
船等が挙げられる。SBIRフェーズ３ではセンサー類やスラスター等を接続することでロボット漁
船を実現できるロボット漁船モジュールを開発し、実海域実証試験に繋げる。

・2024年2⽉〜2027年2⽉まで三重県の養殖場にて実
海域実証試験実施。

・2025年よりロボット漁船販売開始。
・2026年よりロボット漁船複数台機販売。

・ロボット漁船の⾃動着岸において⽣け簀に対して平⾏になるよう接岸する新しい制御則および⾵や波や
流れによって着岸地点から逸れた際でも⾃動着岸可能なロバスト性を⾼めた制御則を開発した。

・フェーズ3では7m実機のためのモジュール開発および製作を⾏った。
・VCであるLight Up Venturesよりシード出資。

・海⾯での⿂類養殖の餌やりは⼤変な重労働かつ単
純労働。

・⽣け簀に⾃動餌補給可能な⾰新的なロボット漁船
技術の構築を⽬指す。

・ロボット漁船による給餌の完全⾃動化を⽬指す。

ロボット漁船実現の為の航⾏・係船・餌補給モジュールの開発
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＜代表機関概要＞ 企業mission︓1次産業に追い⾵を︕
■HP︓ https://www.robosailing.com/
■所在地︓⼤阪府松原市天美我堂２丁⽬４６８－１（Ｄ号）
■連絡先︓ info[アット]robosailing.com

（[アット]を＠に置き換えてください。）

ロボット漁船モジュール完成
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実機製造と実海域実証

製造中の7mのロボット漁船
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